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ソニー製品は安全に充分配慮して設計されていま
す。しかし、電気製品はすべて、まちがった使いか
たをすると、火災や感電などにより人身事故になる
ことがあり危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

v
安全のための注意事項を守る

5～7ページの注意事項をよくお読みください。製品
全般の注意事項が記載されています。

定期的に点検する

1年に1度は、ほこりがたまっていないか、故障した
まま使用していないか、などを点検してください。

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、キャビネットなどが破損
しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店また
はソニーサービス窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

1 パソコンと接続
している場合
は、パソコンか
ら本機を抜く

2 お買い上げ店ま
たはソニーサー
ビス窓口に修理
を依頼する

安全のために

b

変な音・においがしたら、
煙が出たら、液漏れしたら

警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をして
います。表示の内容をよく
理解してから本文をお読み
ください。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電・破裂
などにより死亡や大けがな
どの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号
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この取扱説明書では、ネットワークウォークマ
ン本体の操作について説明しています。付属の
SonicStageソフトウェアについては「インス
トール・基本操作ガイド」をご覧ください。
「インストール・基本操作ガイド」は
SonicStageと一緒にパソコンにインストール
されます。
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電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく
クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし
ていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される
と、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

付属のソフトウェアについて

□ 権利者の許諾を得ることなく、本機に付属のソフトウェアおよび取扱説明書
の内容の全部または一部を複製すること、およびソフトウェアを賃貸するこ
とは、著作権法上禁止されております。

□ 本機に付属のソフトウェアを使用したことによって生じた金銭上の損害、逸
失利益、および第三者からのいかなる請求等につきましても、当社は一切そ
の責任を負いかねます。

□ 万一、製造上の原因による不良がありましたらお取り替えいたします。それ
以外の責はご容赦ください。

□ 本機に付属のソフトウェアは、指定された装置以外には使用できません。
□ 本機に付属のソフトウェアの仕様は、改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。

□ 本機に付属していないソフトウェアを使用した際の動作は保証しておりません。

Program C 2001, 2002, 2003, 2004, 2005 Sony Corporation
Documentation C 2005 Sony Corporation

•“ウォークマン”、“WALKMAN”はヘッドホンステレオ商品を表すソニー株式会社の登録商
標です。

 はソニー株式会社の登録商標です。
• OpenMG およびそのロゴはソニー株式会社の商標です。
• SonicStage およびそのロゴはソニー株式会社の登録商標です。
• ATRAC、ATRAC3、ATRAC3plusおよびそのロゴはソニー株式会社の商標です。
•“MagicGate”（マジックゲート）およびそのロゴはソニー株式会社の商標です。
• Microsoft、Windows および Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の米
国およびその他の国における登録商標、または商標です。

• 本機はFraunhofer IISおよびThomsonのMPEG Layer-3オーディオコーディング技術と
特許に基づく許諾製品です。

• その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは
商標です。なお、本文中では™、®マークは明記していません。
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この製品はリチウムイオン充電式電池を内蔵しています。

液漏れ、発熱、発火、破裂などを避けるため、
必ず下記の注意事項をお守りください。

火の中に入れない

分解しない
感電の原因となります。内部の点検および修理は
お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご依頼く
ださい。
ただし、廃棄時には54ページの指示に従ってリサイ
クルにご協力ください。

火のそばや炎天下などで放置しない

充電式電池が液漏れしたとき
充電式電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない。
液が本体内部に残ることがあるため、お客様ご相談センターまたはソニーサービス窓口に
ご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐに水道水な
どのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにきれいな水で洗
い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談してください。
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運転中は使用しない
• 自動車、オートバイ、自転車などの運転をしなが
らヘッドホンやイヤホンなどを使用したり、細か
い操作をしたり、表示画面を見ることは絶対にお
やめください。交通事故の原因となります。

• また、歩きながら使用するときも、事故を防ぐた
め、周囲の交通や路面状況に十分にご注意くださ
い。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因になります。
万一、水や異物が入ったときは、本機をパソコンか
ら抜き、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に
ご相談ください。

下記の注意事項を守らないと火災・感電により
大けがの原因となります。
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下記の注意事項を守らないとけがをしたり
周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。

大音量で長時間続けて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞く
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。とくに
ヘッドホンで聞くときにご注意ください。呼びかけら
れて返事ができるぐらいの音量で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあります。
ボリュームは徐々に上げましょう。とくに、ヘッド
ホンで聞くときにはご注意ください。

本体を布団などでおおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因となるこ
とがあります。
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こんなことができます

1 パソコンに音楽を保存

2 ネットワーク
ウォークマンに転送

3 音楽を持ち出して聞こう！

最新の音楽を
ダウンロード！
お気に入りの
音楽を保存！

音楽CD
EMDサービス

（音楽配信サービス）

MP3、WAV、
Windows Media
形式の音楽ファイル

USBで接続

最初に付属のCD-ROMから「SonicStageソフトウェア」をパソコンにインストールし
ます。パソコンのハードディスクに保存した音楽データを本機内蔵のフラッシュメモ
リーに転送することで、お好みの音楽データを手軽に持ち運んで楽しめます。
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本機の主な特長

• 小型軽量サイズで、振動にも強く、優れた携帯性。
• 本機内蔵のUSBプラグで直接パソコンと接続。
• リチウムイオン充電池で約50時間*1の連続再生。

• NW-E305：512 MBの内蔵フラッシュメモリーに23時間30分以上*2

の音楽データの記録が可能。
NW-E307：1 GBの内蔵フラッシュメモリーに47時間00分以上*2の
音楽データの記録が可能。

• 付属の専用ソフトウェアSonicStageを使って、音楽CDを高音質・高
圧縮のATRAC3plus形式でパソコンのハードディスクに録音。

• 付属のSonicStageを使って、MP3形式の音楽データを手軽に本機に
転送可能。

• 外国語の学習にも役立つセンテンスリピート機能。
• 漢字も表示できる有機ELディスプレイ。
パソコンで入力した曲名などを表示可能。

• アーティスト、アルバムまたはグループで、再生したい曲を検索できる
SEARCH機能。

• FMチューナー内蔵で、FM放送とテレビ放送（1～3チャンネル）が受
信可能。

• 音楽以外のデータも記録可能なストレージ機能。

*1 再生する曲のデータ形式や省電力設定などにより異なります。省電力設定が「Save ON-
Normal」のとき（38ページ）に、ATRAC3形式 132 kbpsで記録された曲を再生した場
合。なお、電池は消耗品のため、連続再生時の電池の持続時間は徐々に短くなります。

*2 記録時のビットレートなどにより異なります。ATRAC3plus形式 48kbpsで記録した場合。

ご注意

• あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者
に無断では使用できません。

• 本製品およびパソコンの不具合により、録音やダウンロードができなかった場合
および音楽データが破損または消去された場合、データの内容の補償について

は、ご容赦ください。

• 以下の理由により、一部の文字や記号が本機上で正しく表示されない場合があります。
－パソコンに接続しているポータブルプレーヤーの性能。
－パソコンに接続しているポータブルプレーヤーが正常に動作していない。
－曲のID3タグの情報が、ポータブルプレーヤーでサポートされていない言語や記号で
書かれている。
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• ネットワークウォークマン本体（1）

• ヘッドホン（1）

• 専用USB接続補助ケーブル（1）

箱から出したら、付属品がそろっているか確認してください。

準備：付属品を確かめる

• ヘッドホン延長コード（1）
• CD-ROM（1）

ソニックステージ

（SonicStageソフトウェア、本体取扱説
ソニックステージ

明書のPDF、SonicStageソフトウェア
の「インストール・基本操作ガイド」の

PDF）
• 取扱説明書－はじめにお読みください（1）
• 保証書（1）
• カスタマーご登録のお願い（1）
• ソニーご相談窓口のご案内（1）

シリアルナンバーについて

カスタマー登録の際に本機のシリアル
ナンバーの入力が必要となります。シ
リアルナンバーは下図の位置のラベル
に印刷されています。

この製品についてお客様ご相談セン
ターまたはソニーサービス窓口にご相
談の際、シリアルナンバーが必要にな
る場合があります。書き留めておいて
ください。
シリアルナンバーは、メニュー画面でも
確認することができます（46ページ）。

シリアルナンバー
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裏面

各部のなまえ

表面

1 DISP/FM（ディスプレイ/FM）ボタン
（29、48ページ）

2

メニュー

/MENU（グループ/MENU）ボタン
（21、23～24、30～31、34～36、38
～46ページ）

3 表示部 （12、19、26、28～29、43～
46ページ）
表示部の表示窓、アイコンの名前は、
12ページをご覧ください。

4 REP/SOUND（リピート/サウンド）ボタン
（26～27、31ページ）

5 5方向ジョグ
（17、21～24、26～27、30～31、34
～36、38～46、49、51～52ページ）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

q;

（　）内のページに詳しい説明があります。

本体

6 スライドカバー （14～15ページ）

7 リセットボタン （55ページ）

8 USB Aプラグ

9 ネックストラップ取り付け口
ストラップを取り付けるときは、下記イ
ラストのようにひもを通してください。

q; ヘッドホンジャック （17ページ）

次ページへつづく
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表示部

1 再生状態表示
現在の再生状態（N：再生中、x：停止
中）が表示されます。

2 文字情報／グラフィック表示窓
（18ページ）
曲名／ア－ティスト名の表示や、時計表
示（28～30、34ページ）、エラー表示
（60ページ）、メニュー画面などが表示
されます。
再生・停止中の表示内容は、DISP/FM
ボタンを押して切り換えられます（28～
30ページ）。また、一定時間操作がない
ときに、省電力画面に切り換えるように
設定することもできます（38ページ）。

3 リピートモード表示 （24ページ）
現在のリピートモードのアイコンが表示
されます。

4 ：アーティスト、 ：アルバム、
：グループ、 ：曲が表示されます

（18ページ）。

5 電池残量表示 （15ページ）
現在の電池残量が表示されます。

zヒント
FMチューナーの表示については、48ペー
ジからの「FMチューナー」をご覧くださ
い。

各部のなまえ（つづき）

Track1

2

3

1

4 5
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基
本
的
な
使
い
か
た

パソコンからネットワークウォーク
マンに音楽を転送する/充電する

基本的な使いかた

1 付属のCD-ROMから「SonicStageソフトウェ
ア」をパソコンにインストールする

手順1は、本機を初めてパソコンに接続するときのみ必要です。
「取扱説明書・はじめにお読みください」をご覧ください。
「インストール・基本操作ガイド」にも詳しく説明されていますので、ご覧くださ
い。

zヒント
「インストール・基本操作ガイド」はSonicStageと一緒にパソコンにインストールされます。

2 SonicStageに音楽データを取り込む
詳しくは「インストール・基本操作ガイド」をご覧ください。

次ページへつづく

ご注意

本機を初めてパソコンに接続するときは
接続前に、必ず付属のCD-ROMから「SonicStageソフトウェア」をパソコンにインス
トールしてください。すでにSonicStageがインストールされている場合でも、必ず
「SonicStageソフトウェア」をインストールしてから本機をパソコンに接続してくださ
い（アップデートプログラムが入っている場合があります）。
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お使いのパソコンに本機のUSB Aプラグを直接差し込めないときは
お使いのパソコンによっては、本機のUSB Aプラグを直接差し込めないことがあ
ります。この場合は、付属の専用USB接続補助ケーブルを使って接続してくださ
い。また、本機のUSB Aプラグを直接差し込める場合でも、差し込んだときの状
態が不安定で、本機やパソコンに必要以上の負荷がかかるような場合は、専用

USB接続補助ケーブルを使って接続してください。

ご注意

付属の専用USB接続補助ケーブルに、本機以外を接続することはできません。

パソコンからネットワークウォークマンに音楽を転送する/充電する（つづき）

USB Aプラグ

USB端子へ

3 ネットワークウォークマンをパソコンに接続する/
充電する

本機のスライドカバーを開き、本機のUSB AプラグをパソコンのUSB端子に差し
込みます。本機の表示窓に「USB Connect」と表示されます。

スライドカバー

専用USB接続補助ケーブル（付属）
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ご注意
• 充電は周囲の温度が5～35°Cの環境で行ってください。
• 本機とパソコン間でのデータ転送中、アイコンが表示されます。アイコンが動いている間
は、パソコンから本機を抜かないでください。転送中のデータが破壊されることがありま
す。

• USBハブ、またはUSB延長ケーブルをご使用の場合の動作保証はいたしかねます。必ず、
本機のUSB Aプラグを使って直接接続するか、または付属の専用USB接続補助ケーブルを
使って接続してください。

• 同時にお使いになるUSB機器によっては、正常に動作しないことがあります。
• パソコンに接続しているときは、本体の操作はできません。
• パソコンに接続しているときは、内蔵フラッシュメモリーの内容がWindowsのエクスプ
ローラでも表示できます。

パソコンから本機を抜いたあとは
パソコンから本機を抜いたあとは、本機のスライドカバーを閉じてからお使いく
ださい。

本機はパソコンと接続することによって、充電されます。
電池残量表示が Full  になったら、充電完了です（充電時間：約120分*1）。
はじめてお使いになるときは、なるべく電池残量表示が Full  になるまで連続して
充電することをお勧めします。
*1 USB接続方法（42ページ）が「High-500mA」に設定してあり、室温で電池残量がない状態か
ら電池を充電したときのめやすです。電池の残量や電池の状態などにより、上記の充電時間は異
なる場合があります。また、充電時の温度が低い場合や音楽データを本機に転送中なども充電時
間は長くなります。

電池の持続時間（連続再生時）*2

ATRAC3形式（132 kbps）の場合：約50時間
ATRAC3plus形式（48 kbps）の場合：約45時間
MP3形式の場合（128 kbps）：約40時間
FM放送受信時：約22時間
*2省電力設定（38ページ）が「Save ON-Normal」に設定してあるときのめやすです。周囲の温度
や使用状況により、上記の持続時間は異なる場合があります。

電池残量の表示について
ご使用中、表示窓（12ページ）の電池残量表示でお知らせします。

目盛りが少なくなるほど、電池残量が減っています。また「LOW BATTERY」と表示された
場合は、再生できません。本機をパソコンに接続して充電を行ってください。

次ページへつづく

②「カチッ」という音がするまで、
USB Aプラグを押す。

③スライドカバーを閉じる。

①スライドカバーを矢印の方向に押し、
USB Aプラグを解除する。
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4 ネットワークウォークマンに音楽データを転送する

本体内蔵フラッシュメモリーに音楽データを転送するときの操作方法は、「インス
トール・基本操作ガイド」をご覧ください。

zヒント
転送した音楽データをパソコンに戻す方法についても、「インストール・基本操作ガイド」
もしくはSonicStageのオンラインヘルプをご覧ください。

ご注意

音楽データを転送中にパソコンから本機が抜けてしまうなどのことが原因で、転送が正常に終
了しなかったとき、不要なデータが本機内に発生する場合があります。そのような場合には、
パソコンに戻すことのできる音楽データ（音楽以外のデータも含む）を戻して、本機の
Formatメニュー（41ページ）で、フラッシュメモリーを初期化（フォーマット）してくださ
い。

パソコンからネットワークウォークマンに音楽を転送する/充電する（つづき）
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再生が始まらないときは

スライドカバーがHOLDの位置になってい
ないことを確認してください（32ページ）。

再生を途中で止めるには
5方向ジョグの中央（Nx）を押します。

音量を調節するには
音量はプリセットとマニュアルで調整でき
ます（36～37ページ）。

zヒント
一定時間操作がないときに、省電力画面に切
り換えるように設定できます（38ページ）。

ネットワークウォークマンで音楽
を聞く

あらかじめ本体内蔵の充電式電池を充電し（15ページ）、音楽データを本機の内蔵
フラッシュメモリーに転送しておきます。

ご注意

• ネットワークウォークマンを操作するときは、パソコンとの接続をはずしてください。
• FMチューナーの操作については、48ページからの「FMチューナー」をご覧ください。

1 ヘッドホンを装着する

2 再生する

ヘッドホン延長コ－ドご使用の場合
「カチッ」という音がするまで差し込む。

リピートモード（24ページ）が設定さ
れていない場合は、最後の曲まで再生
すると自動的に停止します。

1 5方向ジョグの中央（Nx）を押す。

25方向ジョグの
i （VOL）また
はI （VOL）を
押して音量を調
節する。

次ページへつづく

ヘッドホン
ジャックへ

ヘッドホン
延長コード

ヘッドホン
ジャックへ
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ネットワークウォークマンで音楽を聞く（つづき）

聞きたい曲を検索する（SEARCH）

本機では、アーティスト名やアルバム名などで聞きたい曲を絞り込み、検索する
ことができます。
曲の検索方法には、以下の3つがあります。
• アーティスト名で検索する（  Artist）
• アルバム名で検索する（  Album）
• SonicStageから曲を転送したときの、グループ*で検索する（  Group）

* SonicStageに取り込んだ音楽データは、1曲でも必ずグループを作って、ネットワーク
ウォークマンの内蔵フラッシュメモリーに転送されます。

検索の流れと再生範囲
以下の操作を行うと、サーチメニューが表示されます。
1 メニュー画面（「Search」）が表示されるまで、 /MENUボタンを押し続ける。
2 5方向ジョグのU uを押して「Search」を選び、i （VOL）を押す。

サーチメニューでは、5方向ジョグのU uを使って項目を選び、i （VOL）を押し
て1階層下のメニューに進みます。1階層上のメニューに戻りたいときは、5方向
ジョグのI （VOL）を押します。この操作を繰り返して、聞きたい曲を検索してい
きます。

検索の結果、絞り込まれた曲一覧が再生範囲（次ページのイラストの で囲まれ
た部分）となります。一覧から曲を選んで5方向ジョグの中央（Nx）を押すと、
その曲から再生範囲の最後の曲までが再生されます。
なお、検索の途中でメニュー項目を選んで5方向ジョグの中央（Nx）を押すと、
選んだ項目が再生範囲となり、再生範囲の先頭の曲から再生が始まります。
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All Track

Artist

Album

Group

All Artist

Artist1

Artist2

All Album

Album1

Album2

All Album

Album1

Album2

All Group

Group1

Group2

Track1

Track2

Track3

Track1

Track2

Track3

Track1

Track2

Track3

Track1

Track2

Track3

Track1

Track2

Track3

Track1

Track2

Track3

Track1

Track2

Track3

次ページへつづく

サーチメニュー

アーティスト一覧

選んだアーティス
トのアルバム一覧

すべての曲（アーティスト名順）

選んだアーティストのすべての曲
（アルバム名順）

アルバム一覧

選んだアルバム内の曲

すべての曲（アルバム名順）

選んだアルバム内の曲

曲一覧（再生範囲）

グループ一覧

すべての曲（グループ順）

選んだグループ内の曲



20

検索（SEARCH）の使用例

1 サーチメニューを表示して、“  Artist”を選び、5方向ジョグのi （VOL）を押す。
2 アーティスト一覧から“  Artist B”を選び、5方向ジョグのi （VOL）を押す。
3 Artist Bのアルバム一覧から“  Album 5”を選び、5方向ジョグのi （VOL）
を押す。Album 5の曲一覧が表示されます。
この曲一覧が今回の再生範囲になります。

4 曲一覧から“  Track15”を選ぶ。　
5 5方向ジョグの中央（Nx）を押す。

Track15から再生が始まります。
Track16（再生範囲の最後の曲）の最後まで再生されたあと、自動的に再生が
停止します。

Album Artist …    Track

Album 1 Artist A Track01

Album 1 Artist A Track02

Album 1 Artist A Track03

Album 2 Artist A Track04

Album 2 Artist A Track05

Album 2 Artist A Track06

Album 3 Artist B Track07

Album 3 Artist B Track08

Album 3 Artist B Track09

Album 4 Artist C Track10

Album 4 Artist C Track11

Album 4 Artist D Track12

Album 5 Artist A Track13

Album 5 Artist B Track14

Album 5 Artist B Track15

Album 5 Artist B Track16

Artist Album

Artist B Album 3

Artist B Album 3

Artist B Album 3

Artist B Album 5

Artist B Album 5

Artist B Album 5

Album Track

Album 5 Track14

Album 5 Track15 …   

Album 5 Track16

フラッシュメモリー内のすべての曲

Artist Bのアルバム一覧

Album 5の曲一覧

ネットワークウォークマンで音楽を聞く（つづき）
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曲を検索して再生する
～曲をアーティストで検索
する場合

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Search」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
サーチメニューが表示されます。

All Track

3 5方向ジョグのU uを押して
「  Artist 」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
アーティスト一覧が表示されます。

All Artist

/MENUボタン
5方向ジョグ

4 5方向ジョグのU uを押して聞
きたいアーティストを選び、
i （VOL）を押して決定する。
選んだアーティストのアルバム一覧が
表示されます。

All Album

zヒント
• アーティスト一覧のいちばん上にある
「All Artist」を選んで5方向ジョグの
i （VOL）を押すと、すべての曲がアー
ティスト名順（同一アーティストの曲は、
アルバム名順）に並べ替えられて表示され
ます（このとき表示されている曲一覧が
「再生範囲」となります）。続けて手順6の
操作を行い、曲の再生を開始してくださ
い。

• アーティストまたは「All Artist」を選ん
で5方向ジョグの中央（Nx）を押すと、
選んだ項目が「再生範囲」となり、再生範
囲の先頭の曲から再生が開始されます。

次ページへつづく
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その他の操作

こんなときは

次の曲の頭出し*1

再生中の曲の
頭出し*1

早送り*2

早戻し*2

*1停止中に5方向ジョグのu（またはU）を押
し続けると、次の曲（現在の曲）、さらに
次の曲（前の曲）を連続して頭出しできま
す。

*2早送り／早戻しを開始すると、時間の経過
とともに徐々に速度が速くなります。
なお、早送り／早戻しの最大速度はCue/
Revメニューで変更できます（40ペー
ジ）。

5方向ジョグ操作

5方向ジョグのuを短
く押す

5方向ジョグのUを短
く押す

再生中に5方向ジョグ
のuを押し続け、止め
たい場所で手をはなす

再生中に5方向ジョグ
のUを押し続け、止め
たい場所で手をはなす

5 5方向ジョグのU uを押して聞き
たいアルバムを選び、i （VOL）
を押して決定する。
選んだアーティストのアルバムの曲一
覧が表示されます。このとき表示され
ている一覧が「再生範囲」となります。

Track1

zヒント
• アルバム一覧のいちばん上にある「All

Album」を選んで5方向ジョグの
i （VOL）を押すと、手順4で選んだアー
ティストのすべての曲が、アルバム名順
に並べ替えられて表示されます（このと
き表示されている曲一覧が「再生範囲」
となります）。

• アルバムまたは「All Album」を選んで5
方向ジョグの中央（Nx）を押すと、選
んだ項目が再生範囲となり、再生範囲の
先頭の曲から再生が始まります。

6 5方向ジョグのU uを押して再
生したい曲を選び、5方向ジョ
グの中央（Nx）を押す。
選んだ曲から再生が始まります。リ
ピートモード（24ページ）が設定され
ていない場合は、再生範囲の最後の曲
まで再生されたあと再生が停止しま
す。

1つ前の画面に戻るには
5方向ジョグのI （VOL）を押します。

途中でサーチをやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

zヒント
同様の操作で、曲をアルバムやグループで
検索して再生することができます。

ネットワークウォークマンで音楽
を聞く（つづき）

5方向ジョグ
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グループ操作モード

/MENUボタンを押すと、グループ
操作モードに入れます。

グループ操作モードでは、再生範囲の
曲をアルバム単位またはグループ単位
で頭出しすることができます。

Album1

5方向ジョグ操作

グループ操作モードで
5方向ジョグのuを押す

グループ操作モードで
5方向ジョグのUを押す

/MENUボタン
5方向ジョグ

こんなときは

次のアルバム／グ
ループの、最初の
曲の頭出し*1*2

再生中のアルバム
／グループの、最
初の曲の頭出
し*1*2

*1現在の再生範囲がアーティストまたはア
ルバムで検索した曲一覧の場合、次（ま
たは現在）のアルバムの最初の曲が頭出
しされます。現在の再生範囲がグループ
で検索した曲一覧の場合、次（または現
在）のグループの最初の曲が頭出しされ
ます。

*2停止中に5方向ジョグのu（またはU）を
押し続けると、再生範囲内の次のアルバ
ム／グループ（現在のアルバム／グルー
プ）、さらに次のアルバム／グループ（前
のアルバム／グループ）を連続して頭出
しできます。
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リピートモードを選択する

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Repeat:」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Repeat:」の設定値（リピートモード）
に[　]が付いて表示されます。

Repeat[Track   ]

リピートモード
トラックリピート、A-Bリピート、セ
ンテンスリピートの3通りのリピート
モードがあります。

• トラックリピート（Repeat:Track）
曲を下記の3通りのリピートモードで再
生できます。

動作

現在の再生範囲内のす
べての曲が繰り返して
再生されます。

1曲が繰り返して再生さ
れます。

現在の再生範囲内のす
べての曲が、順不同に
繰り返し再生されま
す。

進んだ使いかた

トラックリピー
トモード

リピート

1曲リピート

シャッフル
リピート

• A-Bリピート（Repeat:A-B）
曲の一部を繰り返して再生します。

• センテンスリピート
（Repeat:Sentence）
トラックの指定ポイントのボイスデータ
（センテンス）を繰り返して再生します。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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3 5方向ジョグのU uを押してお
好みのリピートモードを選び、
i （VOL）を押して決定する。
リピートモードは、「Track」、「A-B」、
「Sentence」の中から選べます。
「Track」または「A-B」を選んだ場合
は、続けて手順5の操作を行ってくださ
い。
「Sentence」を選んだ場合は、
「Repeat Count」の値に[　]が付いて
表示されます。

Repeat Count[2]

続けて手順4以降の操作を行ってくださ
い。

（手順3で「Sentence」を選んだ場合のみ）

4 5方向ジョグのU uを押してお
好みのリピート回数を選び、
i （VOL）を押して決定する。
リピート回数は、1～9回の間で設定で
きます。初期設定では、2回に設定され
ています。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。
各リピートモードの操作については下
記をご覧ください。
• Repeat:Track
「曲を繰り返し再生する
（Repeat:Track）」

• Repeat:A-B
「曲の一部を繰り返し再生する
（Repeat:A-B）」

• Repeat:Sentence
「トラックの指定ポイントのセンテン
スを繰り返し再生する
（Repeat:Sentence）」

次ページへつづく

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

ご注意

• 60秒以上ボタン操作をしないと、通常の
再生画面に戻ります。

• 曲が1曲も入っていない場合は、リピート
モードの設定はできません。

• 本機をパソコンに接続すると、設定した
リピートモードはキャンセルされます。

• 再生範囲を変更すると、設定したリピー
トモードはキャンセルされます。

• 曲の再生中、リピートモードの設定はで
きません。
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曲の一部を繰り返し再生す
る（Repeat:A-B）

曲の再生中、繰り返し再生したい部分
（セクション）の開始ポイント（A）と
終了ポイント（B）を設定できます。

1 A-Bリピートモード
（Repeat:A-B）を選択する
（24ページ）。

2 5方向ジョグの中央（Nx）を
押して曲を再生する。
「At」が点滅します。

3 曲の再生中にREP/SOUND
ボタンを押して開始ポイント
（A）を決定する。
「At」が表示され、「B」が点滅しま
す。

Track1
A  B

REP/SOUND
ボタン

リピートモード（つづき）

曲を繰り返し再生する
（Repeat:Track）

REP/SOUNDボタンを押すとトラッ
クリピートモードの種類が切り換わり
ます。表示窓に現在選択しているト
ラックリピートモードのアイコンが表
示されます。

Track1

トラックリピートモード
（Repeat:Track）を選択する（24
ページ）。次に、REP/SOUNDボ
タンを繰り返し押し、設定したい
リピートモードを選択する。
ボタンを押すごとに、トラックリピー
トアイコンが次のように切り換わりま
す。

REP/SOUNDボタン

トラックリピートアイコン

5方向ジョグ

表示なし（通常の再生）

 （1曲リピート）

 （シャッフルリピート）

 （リピート）
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4 REP/SOUNDボタンを押し
て終了ポイント（B）を決定す
る。
「AtB」が表示され、指定した部分
（セクション）が繰り返し再生されま
す。

Track1
A  B

ご注意

• 1曲を超える長さのセクションは設定でき
ません。

• 終了ポイント（B）が設定されていない場
合は、自動的に曲の最後が終了ポイント
（B）になります。

• 開始ポイント（A）の設定後、5方向ジョ
グのU（またはu）を押すと、開始ポイン
ト（A）が解除されます。

• 開始ポイント（A）の設定後、FMチュー
ナーに切り換えると開始ポイント（A）が
解除されます。

開始ポイント（A）や終了ポイント（B）
を消すには
• A-Bリピート中にREP/SOUNDボタンを
押す。

• A-Bリピート中に5方向ジョグのU（また
は）uを押して、前の曲／次の曲を選ぶ。

（A-Bリピートモードは取り消されません。）

A-Bリピートモードを取り消すには
メニュー画面でリピートモードを変更しま
す（24ページ）。

トラックの指定ポイントの
センテンスを繰り返し再生
する（Repeat:Sentence）

指定ポイントからボイスデータ（センテ
ンス）のみを自動的に検知し、設定回数
を繰り返し再生します。外国語の学習の
際に、BGM（背景音）のない語学学習
用の教材音源で効果が発揮されます。

1 センテンスリピートモード
（Repeat:Sentence）を選択
する（24ページ）。

2 5方向ジョグの中央（Nx）を
押して曲を再生する。

3 曲の再生中にREP/SOUND
ボタンを押して開始ポイント
を指定する。
開始ポイントから検索が始まり、ボイ
スデータ（センテンス）がある部分とボ
イスデータ（センテンス）がない部分を
検知すると、センテンスリピートが開
始されます。ボイスデータ（センテン
ス）は、1回（検知中）＋設定回数ぶん
（25ページ）だけ繰り返されます。

Track1

REP/SOUND
ボタン

次ページへつづく

5方向ジョグ
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ご注意

• ボイスデータ（センテンス）がある部分ま
たはボイスデータ（センテンス）がない部
分の長さが1秒以下の場合は、検知されま
せん。

• ボイスデータ（センテンス）がない部分が
トラックの最後まで検索されなかった場
合、トラックの最後が終了ポイントとみ
なされて、開始ポイントからトラックの
最後までの間でセンテンスリピートが行
われます。

• センテンスリピート中に、FMチューナー
に切り換えると指定ポイントは解除され
ます。

指定ポイントを消すには
• センテンスリピート中にREP/SOUNDボ
タンを押す。

• センテンスリピート中に5方向ジョグのU
（またはu）を押して、前の曲／次の曲を
選ぶ。

（センテンスリピートモードは取り消されま
せん。）

センテンスリピートモードを取り消す

には
メニュー画面でリピートモードを変更しま
す（24ページ）。

リピートモード（つづき）

表示画面を切り換
える
オーディオプレーヤーを再生中または
停止中に、表示される画面をお好みに
応じて切り換えることができます。表
示画面の切り換えは、DISP/FMボタ
ンで操作します。表示画面には以下の

6つがあり、使用する画面をあらかじ
めメニューで選択できます（30ペー
ジ）。

• Position：曲の再生位置表示
通常の再生モードでは、曲の再生経過時
間、現在の曲番号／再生範囲の総曲数が
表示されます。グループ操作モード（23
ページ）では、曲の再生時間、現在のア
ルバム（グループ）番号／再生範囲の総ア
ルバム（グループ）数が表示されます。

  5:10 120/200
SHUF

• Track Info：曲情報表示
再生中の曲のコーデック（曲の圧縮方式）
とビットレートが表示されます。

ATRAC3plus 256 kbps
SHUF

• Clock：時刻表示
月日と現在時刻が表示されます。
（時刻の設定方法については、「現在時刻
を設定する（Date-Time）」（34ページ）
をご覧ください。）
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次ページへつづく

表示画面を切り換える

オーディオプレーヤーを再生中ま
たは停止中にDISP/FMボタンを
押す。

Position     Track Info

Water      Sky      Fruits      Clock

ご注意

• 上記は、Display Screenメニューで、
すべての表示画面が「ON」になっている
場合の表示順です。「OFF」になっている
画面は表示されません。

• FMチューナーを使用中は、画面の切り換
えはできません。

（通常表示）

DISP/FMボタン

• Fruits：アニメーション表示
以下のアニメーションが表示されます。

• Sky：アニメーション表示
5種類のアニメーションが、時間帯に
よって表示されます「現在時刻を設定す
る（Date-Time）」（34ページ）。

• Water：アニメーション表示
以下のアニメーションが表示されます。
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3「Position」のON/OFFを設定
する。
1 5方向ジョグのU uを押して
「Position:」を選び、i （VOL）を押
して決定する。
「Position:」の設定値（ON/OFF）
に[　]が付いて表示されます。

2 5方向ジョグのU uを押して「ON」
または「OFF」を選び、i （VOL）を
押して決定する。
手順2の画面に戻ります。

4 手順2、3と同様の手順で
「Track Info」、「Clock」、
「Fruits」、「Sky」、「Water」
のON/OFFを設定する。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

使用する画面を選択する
（Display Screen）

DISP/FMボタンを押したときに、
「Position」、「Track Info」、「Clock」、
「Fruits」、「Sky」、「Water」の各画面を
表示するかどうかを選択できます。

Display Screenメニューで「ON」に
なっているものだけが表示されます。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Display Screen」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

Position:ON

/MENUボタン
5方向ジョグ

表示画面を切り替える（つづき）
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通常の音質に戻すには
「 OFF」を選びます。

ご注意

FMチューナーを使用中は、音質を選ぶこと
はできません。

音質を変える

Bass（低音）とTreble（高音）の2つ
の音質調整ができます。

音質 数値の設定

Bass（低音） －4 から＋3

Treble（高音） －4 から＋3

「 1（Sound1）」、「 2（Sound2）」に
お好みの設定を記憶できます。音楽
データの再生時に、記憶させた設定で
楽しめます。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

高音や低音を強調
する（デジタルサ
ウンドプリセット）
高音や低音を強調してあらかじめお好
みの音質を設定できます。2種類の音
質設定を記憶させることができ、オー
ディオプレーヤーの再生中に設定を選
べます。

音質を選ぶ

お買い上げ時の設定

音質 1 2 OFF
（Sound1）（Sound2）（Sound OFF）

Bass ＋1 ＋3 0
（低音）

Treble 0 0 0
（高音）

REP/SOUNDボタンを押し続け、
「 1」または「 2」を選ぶ。

1 2 OFF

REP/SOUNDボタン

/MENUボタン
5方向ジョグ

次ページへつづく
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誤操作を防ぐ
（HOLD）
カバンに入れて使うときなどに、誤っ
てボタンが押されて動作するのを防ぎ
ます。

本機のスライドカバーを
「HOLD」の位置にする。
操作ボタンが働かなくなります。
ホールド中に他のボタンを押すと、
「HOLD」と表示されます。

ホールドを解除するには
本機のスライドカバーを矢印の方向にずら
します。

HOLD

2 5方向ジョグのU uを押して
「Sound:」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Sound:」の設定値（ 1/ 2/ OFF）に
[　]が付いて表示されます。

3「 1（Sound1）」の音質を設
定する。
1 5方向ジョグのU uを押して「 1」を
選び、i （VOL）を押して決定する。
「Bass」の値に[　]が付いて表示さ
れます。

2 5方向ジョグのU uを押して「Bass」
の値を選び、i （VOL）を押して決
定する。
「Treble」の値に[　]が付いて表示さ
れます。

3 5方向ジョグのU uを押して「Treble」
の値を選び、i （VOL）を押して決定
する。

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

「 2（Sound2）」の設定を変えるには
手順3の1で「 2」を選びます。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

高音や低音を強調する（デジタル
サウンドプリセット）（つづき）
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音楽以外の情報を
持ち運ぶ
パソコンのハードディスク内のデータ
をWindowsのエクスプローラを使っ
て、本機内蔵フラッシュメモリーに取
り込むことができます。

Windowsのエクスプローラの外部ド
ライブ（Dドライブなど）として、本
機内蔵フラッシュメモリーが表示され
ます。

ご注意

• 本機内蔵フラッシュメモリー内に音楽以
外の大容量データが入っている場合、音
楽データを取り込むための空き容量はそ
の分減ります。

• Windowsのエクスプローラを使って、本
機内蔵フラッシュメモリー内の
[OMGAUDIO]フォルダー内にあるデー
タを編集しないでください。再生できな
くなってしまいます。

• Windowsのエクスプローラで本機の内蔵
フラッシュメモリーを初期化（フォーマッ
ト）しないでください。
本機の内蔵フラッシュメモリーを初期化
（フォーマット）するときは、必ず本機の
Formatメニュー（41ページ）で行ってく
ださい。
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現在時刻を設定する
（Date-Time）
本体の現在時刻を設定し、オーディオ
プレーヤーを再生中または停止中に時
計を表示させることができます。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Date-Time」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「年」の値に[　]が付いて表示されます。

 y[05]m:01 d:01

3 5方向ジョグのU uを押して
「年」の数字を合わせ、i （VOL）
を押して決定する。
「月」の値に[　]が付いて表示されます。

 y:05 m[01]d:01

4 手順3で「年」を入力したのと
同様に「月」、「日」の数字を合
わせ、i （VOL）を押して決定
する。
時刻設定画面が表示され、「時」の欄に
[　]が付いて表示されます。

  [00]: 00  am

5 5方向ジョグのU uを押して
「時」の数字を合わせ、i （VOL）
を押して決定する。
「分」の値に[　]が付いて表示されます。

   10 :[00] am

6 5方向ジョグのU uを押して
「分」の数字を合わせ、i （VOL）
を押して決定する。

7 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

時計を表示させるには
DISP/FMボタンを繰り返し押して、画面表
示を「Clock（時刻表示）」に切り換えます
（29ページ）。
ただし、Display Screenメニュー（30
ページ）で「Clock」の画面を表示しないよ
うに設定している場合は、上記の操作で現
在時刻を確認することはできません。

本体の設定を変える

/MENUボタン
5方向ジョグ
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音もれを抑える
（音量リミット-
AVLS）
音量の上げすぎによる音もれや、耳へ
の圧迫感、周囲の音が聞こえないこと
への危険を少なくし、より快適な音量
で聞くことができます。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

zヒント
日付の表示形式は、「年/月/日」、「日/月/
年」、「月/日/年」の3種類から選択できま
す。また、時刻の表示形式は「12時間表示」
または「24時間表示」から選択できます。
詳しくは「日付の表示形式を設定する
（Date Disp Type）」（43ページ）、または
「時刻の表示形式を設定する（Time Disp
Type）」（44ページ）をご覧ください。

ご注意

• FMチューナーを使用中は、画面の切り換
えはできません。

• 本機を使用しないまま長期間放置する
と、設定した日時がリセットされてしま
いますのでご注意ください。

• 時刻が設定されていないときは、年月
日、時刻とも「--」が表示されます。

次ページへつづく

/MENUボタン
5方向ジョグ
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音もれを抑える
（音量リミット-AVLS）（つづき）

2 5方向ジョグのU uを押して
「AVLS:」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「AVLS:」の設定値（ON/OFF）に[　]
が付いて表示されます。

AVLS[OFF]

3 5方向ジョグのU uを押して
「ON」を選び、i （VOL）を押
して決定する。
この設定により、音量が一定のレベル
以上、上がらなくなります。

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

設定をOFFにするには
手順3で「OFF」を選びます。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

zヒント
「AVLS:ON」に設定されているときは、5方
向ジョグのi （VOL）またはI （VOL）を押し
たときに 「AVLS」と表示されます。

お好みの音量を設
定する（Volume）
音量調節には2つのモードがあります。
マニュアルボリューム：

5方向ジョグのi （VOL）または
I （VOL）を押すと、32段階で連続
して音量が変わります。

プリセットボリューム：

5方向ジョグのi （VOL）または
I （VOL）を押すと、あらかじめ設
定しておいたLow、Mid、Highの
3段階に切り換わります。

プリセットモードの音量を
設定する（Volume:Preset）

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

/MENUボタン
5方向ジョグ
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マニュアルモードに戻すには
（Volume:Manual）

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Volume:」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Volume:」の設定値（Manual/
Preset）に[　]が付いて表示されま
す。

Volume[Preset]

3 5方向ジョグのU uを押して
「Manual」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
この設定によりi（VOL）/I（VOL）に
よる音量調節ができるようになりま
す。

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

2 5方向ジョグのU uを押して
「Volume:」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Volume:」の設定値（Manual/
Preset）に[　]が付いて表示されます。

Volume[Manual]

3 5方向ジョグのU uを押して
「Preset」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「L（Low）」の値に[　]が付いて表示さ
れます。

L[ 5]M:10 H:15

4 L（Low）、M（Mid）、
H（High）の各値を設定する。
1 5方向ジョグのU uを押して
「L（Low）」の値を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「M（Mid）」の値に[　]が付いて表示
されます。

2 5方向ジョグのU uを押して
「M（Mid）」の値を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「H（High）」の値に[　]が付いて表
示されます。

3 5方向ジョグのU uを押して
「H（High）」の値を選び、i （VOL）
を押して決定する。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

ご注意

AVLS（35ページ）が設定されているときは
設定した値よりも音量が低くなる場合があ
ります。
AVLSを解除（AVLS:OFF）すると設定した
値の音量になります。
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省電力設定をする
（Power Save）
一定時間（約15秒）操作がないとき
に、省電力画面に切り換えて、画面表
示を消したりできます。

• Save ON-Normal：再生中または
FM放送を受信中に、以下のような
アニメーションが表示されます（省
電力画面）。

• Save ON-Super：画面には何も表
示されません。電池の消耗を最も抑

えることができます。

• Save OFF：常に画面が表示されま
す。電池を最も消費します。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Power Save:」を選び、
i （VOL）を押して決定する。
「Save:」の設定値（ON-Normal/ON-
Super/OFF）に[　]が付いて表示され
ます。

Save[ON-Normal]

3 5方向ジョグのU uを押してお
好みの設定を選び、i （VOL）
を押して決定する。

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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3 5方向ジョグのU uを押して
「OFF」を選び、i （VOL）を
押して決定する。

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

確認音が鳴るようにするには
手順3で「ON」を選びます。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

ピッという確認音
を鳴らさないよう
にする（Beep）
本体の確認音を消すことができます。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Beep:」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Beep:」の設定値（ON/OFF）に[　]
が付いて表示されます。

Beep[ON ]

/MENUボタン
5方向ジョグ
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早送り／早戻しの
最大速度を設定する
（Cue/Rev）
曲の早送り／早戻しの最大速度を、
「Rapid」（高速）または「Normal」
（通常）の2段階で設定できます。

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Cue/Rev」を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Cue/Rev:」の設定値（Rapid/
Normal）に[　]が付いて表示されま
す。

Cue/Rev[Normal]

/MENUボタン
5方向ジョグ

3 5方向ジョグのU uを押して
「Rapid」または「Normal」を
選び、i （VOL）を押して決定
する。

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。
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その他の機能

メモリーを初期化
する（Format）
本機で内蔵フラッシュメモリーを初期化
（フォーマット）することができます。
初期化すると、内蔵フラッシュメモリー
に記録されている以下のデータはすべて
消去されます。初期化する前に内容を確
認してください。
• SonicStageを使って本機に転送した音
楽データ

• Windowsのエクスプローラなどを使って
本機に取り込んだデータ

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Advanced Menu」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

3 5方向ジョグのU uを押して
「Format」を選び、i （VOL）
を押して決定する。

Format[Cancel?]

4 5方向ジョグのU uを押して
「OK?」を選び、i （VOL）を
押して決定する。
「Formatting」が表示され、初期化が
始まります。
初期化が終了すると「Complete」と表示
されます。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

初期化（フォーマット） するのをやめるには
手順4で「Cancel?」を選びます。

ご注意

• 再生中は初期化（フォーマット）できませ
ん。

• Windowsのエクスプローラで本機の内蔵
フラッシュメモリーを初期化（フォーマッ
ト）しないでください。
本機の内蔵フラッシュメモリーを初期化
（フォーマット）するときは、必ず本機の
Formatメニューで行ってください。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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USB接続方法を変
える（USB）
お使いのパソコンの使用状況によって
は、パソコンからの電力供給が不充分
になり、パソコンから本機への曲の転
送が正常に行われないなどの現象が発
生することがあります。USB接続方法
を「Low-100mA」に設定すると、こ
のような現象が改善する場合がありま
す。

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Advanced Menu」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

3 5方向ジョグのU uを押して
「USB:」を選び、i （VOL）を
押して決定する。
「USB:」の設定値（High-500mA/
Low-100mA）に[　]が付いて表示され
ます。

USB[High-500mA]

4 5方向ジョグのU uを押してお
好みの設定を選び、i （VOL）
を押して決定する。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

zヒント
• ノートパソコンと接続するときは、ノー
トパソコンに電源をつなぐことをおすす
めします。

• USB接続方法を「Low-100mA」に設定
していると、充電時間が長くなります。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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日付の表示形式を
設定する（Date
Disp Type）
現在時刻設定「Date-Time」において
日付の表示形式を、「年/月/日」、「日/
月/年」、「月/日/年」の3種類から選べ
ます。

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Advanced Menu」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

3 5方向ジョグのU uを押して
「Date Disp Type」を選び、
i （VOL）を押して決定する。
「Date」の設定値に[　]が付いて表示さ
れます。

Date[yy/mm/dd]

4 5方向ジョグのU uを押してお
好みの設定を選び、i （VOL）
を押して決定する。
「Date」の設定値は、以下の3種類から
選べます。
• yy/mm/dd: 日付が「年/月/日」の形
式で表示されます。

• dd/mm/yy: 日付が「日/月/年」の形
式で表示されます。

• mm/dd/yy: 日付が「月/日/年」の形
式で表示されます。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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時刻の表示形式を
設定する（Time
Disp Type）
時刻の表示形式を「12時間表示」また
は「24時間表示」から選べます。

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Advanced Menu」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

3 5方向ジョグのU uを押して
「Time Disp Type」を選び、
i （VOL）を押して決定する。
「Time」の設定値（12h/24h）に[　]が
付いて表示されます。

Time[24h]

4 5方向ジョグのU uを押してお
好みの設定を選び、i （VOL）
を押して決定する。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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画面の表示方向を
設定する
（Rotation）
本機の画面の表示方向を、以下の2種
類から選べます。

• R（Right）Hand：画面を左側、各
ボタンや5方向ジョグを右側にして
お使いになる場合の設定です。

Track1

お買い上げ時には、画面の表示方向が

「R Hand」に設定されています。

• L（Left）Hand：画面を右側、各ボ
タンや5方向ジョグを左側にしてお
使いになる場合の設定です。

Track1

画面の表示方向が「R Hand」と「L
Hand」のどちらに設定されても、5方
向ジョグの機能（音楽再生中*）は、
マークの向きによって下記のように決
まっています。

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

マーク

U

u

i（VOL）

I（VOL）

* サーチメニューモードおよびメニューモー
ドでは、5方向ジョグは、項目を選択する
ために使用します。

機能

再生中の曲の頭出し

次の曲の頭出し

音量を上げる

音量を下げる

/MENUボタン
5方向ジョグ

次ページへつづく
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2 5方向ジョグのU uを押して
「Advanced Menu」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

3 5方向ジョグのU uを押して
「Rotation」を選び、
i （VOL）を押して決定する。
「Rotation」の設定値（R Hand/
L Hand）に[  ]が付いて表示されます。

Rotation[R Hand]

4 5方向ジョグのU uを押して
「R Hand」または「L Hand」
を選び、i （VOL）を押して決
定する。

5 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。

画面の表示方向を設定する
（Rotation）（つづき） 本機の情報を表示

する（Information）
本機の機種名やメモリー容量、シリア
ルナンバー、ソフトウェアのバージョ
ンを表示することができます。

1 再生停止中に、メニュー画面
が表示されるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

Search

2 5方向ジョグのU uを押して
「Advanced Menu」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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3 5方向ジョグのU uを押して
「Information」を選び、
i （VOL）を押して決定する。
5方向ジョグのuを押すごとに以下の情
報が表示されます。

1： 機種名
2： メモリー容量
3： シリアルナンバー
4： ソフトウェアのバージョン

4 画面が変わるまで、 /MENU
ボタンを押し続ける。

途中でメニュー操作をやめるには
画面が変わるまで、 /MENUボタンを押し
続けます。
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FM放送を聞く
本機のFMチューナーでは、FM放送とテレビ放送（1～3チャンネル）を聞くこと
ができます。あらかじめ本体内蔵の充電式電池を充電し（14ページ）、ヘッドホン
を装着してください。

FMチューナー

DISP/FMボタンを押し続ける。
FMチューナー画面が表示され、FM放
送を受信することができます。

* この画面は、お使いのものと異なる場合
があります。

FMチューナーをやめるには
オーディオ再生画面が表示されるまで、
DISP/FMボタンを押し続けます。

DISP/FMボタン

2 自動で放送局を登録する（FM Auto Preset）
メニューから「FM Auto Preset」を実行すると、お使いの地域で受信できる放送
局を自動的に探してプリセットに登録できます（最大30局まで）。はじめてFM
チューナーをお使いになるときや、お使いになる地域が変わったときには、「FM
Auto Preset」を実行して、受信できる放送局をプリセット登録しておくことをお
勧めします。

ご注意

「FM Auto Preset」を実行すると、それまで登録されていたプリセットはすべて消去されま
す。

1 FMチューナーに切り換える

FMチューナー画面*

 [P01] 90.0 MHzFM

プリセット番号 周波数
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①メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

② 5方向ジョグのU uを押して
「FM Auto Preset」を選び、
i （VOL）を押して決定する。

3 選局する

聞きたい放送局を選ぶ方法には、2つ
のモード（プリセット選局モード/マ
ニュアル選局モード）があります。

• プリセット選局モード
プリセット選局モードでは、登録されて
いるプリセット番号で放送局を選ぶこと
ができます。
お買い上げ時には、プリセット選局モー
ドに設定されています。

• マニュアル選局モード
/MENUボタンを押すと、マニュアル選

局モードになります。
マニュアル選局モードでは、周波数で放
送局を選ぶことができます。
マニュアル選局モードからプリセット選
局モードに戻すには、もう一度 /MENU
ボタンを押します。

③ 5方向ジョグのU uを押して
「OK?」を選び、5方向ジョグ
の中央（Nx）を押して決定
する。
受信できる放送局が低い周波数から順
番で登録されます。
登録が終了すると「Complete」と表示
され、いちばん最初に登録された放送
局を受信します。

自動で放送局を登録するのをやめるには
手順3で「Cancel?」を選び、5方向ジョグ
のi （VOL）を押します。

途中でメニュー操作をやめるには
FMチューナー画面が表示されるまで、 /
MENUボタンを押し続けます。

多くの不要な放送局を受信してしまう
ときは
普通の電波状態で受信感度が強すぎるとき
は、受信感度の設定（52ページ）を「Scan
Sens: Low」に設定してください。

次ページへつづく

/MENUボタン
5方向ジョグ

/MENUボタン
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プリセット選局

こんなときは

登録されている次
のプリセット番号
を選ぶ

登録されている前
のプリセット番号
を選ぶ

ご注意

放送局を登録していない場合は、プリセッ
ト選局することができません。「FM Auto
Preset」を実行して、受信できる放送局を
プリセット登録してください（48ページ）。

マニュアル選局

こんなときは

次の周波数を選ぶ*1

前の周波数を選ぶ*1

受信できる次の放
送局を選ぶ*2

受信できる前の放
送局を選ぶ*2

*1 5方向ジョグのu（またはU）を押すごとに周
波数は次のように切り換わります。

76.0
MHz

76.1
MHz

76.2
MHz

…

90.0
MHz

1CH2CH3CH

*2 5方向ジョグのu（またはU）を押し続け
ると、次の（前の）放送局を探します。受
信できる放送局を見つけると受信しま
す。
普通の電波状態で受信感度が強すぎると
きは、受信感度の設定（52ページ）を
「Scan Sens: Low」に設定してくださ
い。

よりよく受信するには
ヘッドホンのコードがアンテナとして働き
ます。できるだけ長く伸ばしてお使いくだ
さい。

5方向ジョグ操作

5方向ジョグのuを短
く押す

5方向ジョグのUを短
く押す

5方向ジョグのuを押
し続ける

5方向ジョグのUを押
し続ける

 P01 [ ] 90.0 MHzFM

[P01]  90.0 MHzFM

プリセット番号に[　]が付いて表示されま
す。

周波数に[　]が付いて表示されます。選んだ
周波数が既にプリセットに登録されていると
きは、そのプリセット番号も表示されます。

5方向ジョグ操作

5方向ジョグのuを短
く押す

5方向ジョグのUを短
く押す

FM放送を聞く（つづき）
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お好みの放送局を
プリセット登録す
る
「FM Auto Preset」（48ページ）で登
録できなかった放送局を、必要に応じ
てプリセット登録することができま
す。

登録した放送局を削除する
には

1 マニュアル選局で、登録した
い周波数を選ぶ。

2 5方向ジョグの中央（Nx）を
押し続ける。
手順1で選んだ周波数がプリセット登録
され、周波数の左側にプリセット番号
が表示されます。

zヒント
プリセットには、最大30局（P01～P30）
まで登録できます。

ご注意

プリセット番号は、常に低い周波数から順
番に並べ変えられます。

1 削除したい周波数のプリセッ
ト番号を選ぶ。

2 5方向ジョグの中央（Nx）を
押し続ける。

3 5方向ジョグのU uを押して
「OK」を選び、i （VOL）を押
して決定する。
登録していたプリセットが削除され、
ひとつ後のプリセットが表示されま
す。

/MENUボタン
5方向ジョグ

/MENUボタン
5方向ジョグ
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受信感度を変更す
る（Scan Sens）
「FM Auto Preset」（48ページ）や
「マニュアル選局」（49ページ）を行う
ときに、受信感度が強すぎて、多くの
不要な放送局を受信してしまうことが
あります。このようなときは、受信感
度を「Scan Sens: Low」に設定して
ください。

1 メニュー画面が表示されるま
で、 /MENUボタンを押し続
ける。

FM Auto Preset

2 5方向ジョグのU uを押して
「Scan Sens:」を選び、
i （VOL）を押して決定する。
「Scan Sens:」の設定値（High/Low）
に[  ]が付いて表示されます。

Scan Sens[High]

3 5方向ジョグのU uを押して
「Low」を選び、i （VOL）を
押して決定する。

4 FMチューナー画面が表示され
るまで、 /MENUボタンを押
し続ける。

受信感度を元に戻すには
手順3で「High」を選びます。

途中でメニュー操作をやめるには
FMチューナー画面が表示されるまで、

/MENUボタンを押し続けます。

/MENUボタン
5方向ジョグ
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その他

使用上のご注意

ご注意

充電について
• 充電時間は充電式電池の使用状態に
より異なります。

• 充電式電池を充分に充電しても使え
る時間が通常の半分くらいになった
ときは、電池が劣化していると思わ
れます。ソニーサービス窓口へお問
い合わせください。

置き場所について
次のような場所には置かないでくださ
い。

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の
近く

• 窓を閉めきった自動車内（とくに夏
季）

• 風呂場など、湿気が多いところ
• ほこりが多いところ
• 磁石、スピーカーボックス、テレビ
など、磁気を帯びたものの近く

ヘッドホンについて
付属のヘッドホンをご使用中、肌に合
わないと感じたときは早めに使用を中
止して医師またはお客様ご相談セン
ターに相談してください。

ご使用について
• ストラップをつけてご使用する場合
は、ストラップが引っかかると危険
ですので、ご注意ください。

• 飛行機などに乗るときは、ご使用に
ならないでください。

お手入れについて

表面のお手入れについて
水やぬるま湯を少し含ませた柔らかい
布で拭いた後、からぶきします。

ヘッドホンプラグのお手入れにつ
いて
ヘッドホンプラグが汚れていると雑音
や音飛びの原因になることがありま
す。常によい音でお聞きいただくため
に、ヘッドホンの先端のプラグ部をと
きどき柔らかい布でからぶきしてくだ
さい。

ご注意

シンナー、ベンジン、アルコールなどは表
面をいためますので、使わないでくださ
い。

万一故障した場合は、内部を開けず
に、お買い上げ店またはソニーサービ
ス窓口にご相談ください。
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本機を廃棄する
ときのご注意
機器に内蔵されている充電式電池はリ
サイクルできます。この充電式電池の
取り外しはお客様自身では行わず、
「お客様ご相談センター」にご相談くだ
さい。（「お客様ご相談センター」の連
絡先は最終ページに記載されていま
す。）
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故障かな？と思ったら
サービス窓口にご相談になる前にもう一度お調べください。それでも解決しない
場合、ご不明な点は、最終ページに記載のお問い合わせ窓口までお問い合わせく
ださい。パソコンとの接続については、付属ソフトウェアのオンラインヘルプも
ご覧ください。

リセットするには

下記のチェックをしても正常に動作しない
とき、音が出ないときは、右図の位置のリ
セットボタンを先が細く長いもの（クリッ
プなど）で1秒以上押してください。

zヒント
リセットボタンを押しても、音楽データは失われません。

こんなときは

本体の操作について

症状

再生音が出ない　　　　
雑音が入る　

ボタン操作に反応しない
　　

原因／処置

• 音量がゼロになっている
t音量を上げてください（17ページ）。

• ヘッドホンがしっかり差し込まれていない
tヘッドホンジャックにしっかり差し込んでください
（17ページ）。

• ヘッドホンのプラグが汚れている
t 乾いた布でプラグの汚れをふきとってください。

• 曲が入っていない
t「NO DATA」と表示されているときは、パソコンから
音楽データを転送してください。

• スライドカバーが「HOLD」の位置になっている
tスライドカバーを中央の位置（通常モード）にしてくだ
さい。

• 結露している
tそのまま約2、3時間おいてください。

• 電池の残量が少ない
t充電してください（14ページ）。

次ページへつづく

リセットボタン



56

故障かな？と思ったら（つづき）

症状

転送した曲が見つからない

再生音が大きくならない

右チャンネルから音が出ない

再生していたら急に音が
止まった

表示窓について

症状

画面に「□」と表示される

充電について

症状

電池の持続時間が短い

原因／処置

• 再生範囲が絞り込まれている
tサーチメニューで「All Track」を選択してください
（18ページ）。

• Windowsのエクスプローラで、本機の内蔵フラッシュメ
モリーを初期化（フォーマット）した
t本機のFormatメニューで、内蔵フラッシュメモリーを
初期化（フォーマット）してください（41ページ）。

• 転送中、パソコンから本機が抜けた
t使用可能なファイルをパソコンに戻し、本機のFormat
メニューで、本機の内蔵フラッシュメモリーを初期化
（フォーマット）してください（41ページ）。

AVLSが設定されている
t AVLS設定を解除してください（35ページ）。

• ヘッドホンが正しく差し込まれていない
t ヘッドホンプラグをカチッと音がするまで差し込んでく
ださい（17ページ）。

• ヘッドホン延長コードがネットワークウォークマンのヘッ
ドホンジャックまたはヘッドホンコードに正しく接続され
ていない
t ヘッドホン延長コードをネットワークウォークマンの
ヘッドホンジャックまたはヘッドホンコードにカチッと
音がするまで差し込んでください（17ページ）。

電池が消耗している
t充電してください（14ページ）。

原因／処置

本機で表示できない文字が使用されている
t付属のSonicStageソフトウェアを使って本機で表示可能
な別の文字に置き換えてください。

原因／処置

• 5 ℃以下の環境で使用している
t 電池の特性によるもので故障ではありません。

• 充電式電池の交換が必要
t ソニーサービス窓口にお問い合わせください。

• 充電時間が足りない
t 本機のUSB接続方法が「Low-100mA」になっている
場合は、長めに充電してください（42ページ）。
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パソコンとの接続や付属ソフトウェアについて

症状

インストールできない

本機のUSB Aプラグをパソコ
ンに差し込んでも、本機の表
示窓に「USB Connect」と表
示されない

パソコンに接続したとき、
ネットワークウォークマンが
パソコンに認識されない

原因／処置

対応のOS以外のOSを使っている
t詳しくは 「ソフトウェアインストール・基本操作ガイド」
をご覧ください。

• SonicStageの認証を行うために、時間がかかる場合があ
ります。しばらくお待ちください。

• パソコン上で他のアプリケーションが起動している
tしばらくしてから、本機のUSB Aプラグをパソコンに
差し直してください。それでも解決しない場合は、本機
のUSB Aプラグをパソコンから抜いたあと、パソコン
を再起動し、再び接続してください。

• 本機のUSB Aプラグがパソコンから抜けている
t本機のUSB Aプラグをパソコンに差し直してくださ
い。

• USBハブを使用している
t動作の保証はできません。パソコンのUSB端子にUSB

Aプラグを直接接続するか、または付属の専用USB接続
補助ケーブルを使って接続してください。

• 本機のUSB接続方法が「High-500mA」になっている
t USB接続方法を「Low-100mA」にしてください（42
ページ）。

• 本機のUSB Aプラグがパソコンから抜けている
t本機のUSB Aプラグをパソコンに差し直してくださ
い。

• 本機用のドライバをインストールしていない
t本機用のドライバをインストールしてください。本機用
のドライバは付属のCD-ROMより「SonicStageソフ
トウェア」をパソコンにインストールすると自動的にイ
ンストールされます（13ページ）。

次ページへつづく
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故障かな？と思ったら（つづき）

症状

転送できない

パソコンと接続中にパソコン
の画面に「機器・メディアの
認証処理に失敗しました。」
と表示される

転送できる曲数が少ない
（録音できる時間が短い）

パソコンに戻せない

原因／処置

• 本機のUSB Aプラグが、パソコンにきちんと差し込まれて
いない
t本機のUSB Aプラグをいったん抜いて、差し直してく
ださい。

• 内蔵フラッシュメモリーの残り容量が不足している
t聞かなくなった曲をパソコンに戻して、空き容量を増や
してください。

• 内蔵フラッシュメモリーに65,536曲以上または4,097グ
ループ以上転送しようとしている
t内蔵フラッシュメモリーに転送できる曲数は、最大で

65,535曲、グループは最大で4,096グループです。な
お、1グループ内の曲数制限は999曲です。

• 再生期間や再生回数などの再生制限のついた曲は、著作権
者の意向によりネットワークウォークマンに転送できない
ことがあります。それぞれの曲に関する設定内容について
は、配信者にお尋ねください。

本機のUSB Aプラグが、パソコンにきちんと差し込まれてい
ない

t SonicStageを終了し、本機のUSB Aプラグがパソコ
ンにきちんと差し込まれていることを確認したあと、再
度SonicStageを起動して操作してください。

• 内蔵フラッシュメモリーの空き容量が、転送しようとした
曲の容量よりも少なくなっている
t聞かなくなった曲をパソコンに戻して、空き容量を増や
してください。

• 内蔵フラッシュメモリーに音楽以外のデータが入っている
t内蔵フラッシュメモリー内に音楽以外のデータが入って
いる分、転送できる曲数は減ります。音楽以外のデータ
をパソコンに移動するなどして、使用できるデータの容
量を増やしてください。

• 著作権保護処理を行った曲を転送したパソコンと異なるパ
ソコンに戻そうとしている
t著作権保護処理を行った曲は、転送元のパソコン以外に
は曲を戻せません。

• 転送元の曲を削除した
tパソコン側の転送元の曲を削除した場合は、曲を戻せま
せん。その曲がネットワークウォークマンでも不要の場
合は削除してください。
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FMチューナーについて
症状

FM放送がよく聞こえない

雑音が多く、音が悪い

雑音が入る

その他

症状

操作時の確認音が鳴らない

本体が温かくなる

原因／処置

Beepの設定が「Beep:OFF」になっている
tメニューで「Beep」の設定を「Beep:ON」にしてくださ
い（39ページ）。

充電中に本体が一時的に温かくなることがあります。

原因／処置

受信している周波数が適切でない
t放送がもっともよく聞こえる周波数をマニュアル選局して
ください（50ページ）。

• 電波が弱い
t建物や乗り物の中では電波が弱いので、なるべく窓側で
お聞きください。

• ヘッドホンのコードが伸びていない
tヘッドホンのコードがアンテナになります。できるだけ
長く伸ばしてお使いください。

近くで携帯電話などの電波を発する機器を使用している
t携帯電話などを本機から離して使用してください。

次ページへつづく

症状

接続中の動作が不安定

原因／処置

USBハブ、またはUSB延長ケーブルを使用している
t動作の保証外です。必ず、本機のUSB Aプラグを直接接
続するか、または付属の専用USB接続補助ケーブルを
使って接続してください。
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故障かな？と思ったら（つづき）

こんな表示が出たら

本体表示窓にエラー表示が出たら、下の表に従ってチェックしてみてください。

表示

ACCESS

AVLS（点滅）

CANNOT PLAY

CHARGE ERROR

EXPIRED

FILE ERROR

FORMAT ERROR

HOLD

LOW BATTERY

MEMORY ERROR

意味

内蔵フラッシュメモリーに
アクセスしている。

AVLS設定時に、音量が規
定値を超えている。

• 本機では再生できない
ファイル形式である。

• 転送の途中で転送を強制
中断した。

パソコンからの電力供給が
異常である。

著作権者により再生制限を
された曲を再生しようとし
ている。

• データを読み込めない。
• データが異常である。

パソコンなどを使って、本
機の内蔵フラッシュメモ
リーを初期化（フォーマッ
ト）した。

スライドカバーが
「HOLD」の位置になって
いるため、本機の操作がで
きない。

電池が消耗している。

内蔵フラッシュメモリーに
異常が認識された。

処置

アクセスが終わるまでお待ちくださ
い。内蔵フラッシュメモリーが初期化
（フォーマット）されている間、表示さ
れます。

音量を下げるか、またはAVLS設定を
解除してください（35ページ）。

再生できないデータがある場合は、内
蔵フラッシュメモリーから削除するこ
とができます。
詳しくは、「内蔵フラッシュメモリーか
ら異常なデータを削除するには」（61
ページ）をご覧ください。

使用するパソコンを変えてお試しくだ
さい。

再生できないデータがある場合は、内
蔵フラッシュメモリーから削除するこ
とができます。
詳しくは、「内蔵フラッシュメモリーか
ら異常なデータを削除するには」（61
ページ）をご覧ください。

「FILE ERROR」となった曲を削除して
ください。詳しくは、「内蔵フラッシュ
メモリーから異常なデータを削除する
には」（61ページ）をご覧ください。

本機で内蔵フラッシュメモリーを初期
化（フォーマット）してください。詳し
くは、「内蔵フラッシュメモリーから異
常なデータを削除するには」（61ペー
ジ）をご覧ください。

本機の操作を行う場合は、スライドカ
バーを中央の位置（通常モード）にして
ください（32ページ）。

充電してください（14ページ）。

本機で内蔵フラッシュメモリーを初期
化（フォーマット）してください。詳し
くは、「内蔵フラッシュメモリーから異
常なデータを削除するには」（61ペー
ジ）をご覧ください。
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表示

MG ERROR

NO DATA

NO ITEM

PRESET FULL

USB Connect

処置

まず、データをパソコンに戻してか
ら、本機で内蔵フラッシュメモリーを
初期化（フォーマット）してください。
詳しくは、「内蔵フラッシュメモリーか
ら異常なデータを削除するには」（61
ページ）をご覧ください。

音楽データが入っていない場合は、付
属のSonicStageソフトウェアを使っ
て、音楽データを転送してください。

付属のSonicStageソフトウェアを
使って、音楽データを転送してくださ
い。

プリセットは最大30局まで登録できま
す。不要な放送局を削除してから（51
ページ）、再度登録してください。

エラーではありません。SonicStageソ
フトウェアを使って、音楽データを転送
することができます。ただし、本機を操
作することはできません。

アクセスが終わるまでお待ちくださ
い。内蔵フラッシュメモリーへデータ
を転送しているときや初期化（フォー
マット）しているときに表示されま
す。

意味

著作権に対して不正なファ
イルを検出した。

内蔵フラッシュメモリーに
音楽データが入っていな
い。

検索希望する項目の音楽
データがない。

プリセットに31局以上登
録しようとした。

本機がパソコンと接続され
ている。

アイコンが左から右へ動い
ているとき：内蔵フラッ
シュメモリーにアクセス
中。

内蔵フラッシュメモリーから異常なデータを削除するには
「CANNOT PLAY」、「EXPIRED」、「FILE ERROR」、「FORMAT ERROR」、
「MEMORY ERROR」、「MG ERROR」が表示された時は、内蔵フラッシュメモ
リーの一部またはすべてのデータに異常があります。
その場合は、以下の方法で再生できないデータを削除してください。

1 ネットワークウォークマンをパソコンに接続し、SonicStageを起動させる。
2 データの異常の原因がはっきり分かっている場合は、SonicStageで削除す
る。

3 それでも解決しない場合は、パソコンに接続した状態で、SonicStageを使
い、パソコンに戻すことの可能な曲はすべてパソコンに戻す。

4 パソコンからはずして、本機のFormatメニューの操作で内蔵フラッシュメモ
リーを初期化（フォーマット）する（41ページ）。
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保証書とアフター
サービス
保証書

• この製品には保証書が添付されてい
ますので、お買い上げの際お買い上
げ店でお受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお
確かめのうえ、大切に保管してくだ
さい。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年
間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べ
ください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓
口のご案内」にあるお近くのソニーサービス
窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていた
だきます。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご
要望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではポータブルICオーディオプレー
ヤーの補修用性能部品（製品の機能を維持す
るために必要な部品）を、製造打ち切り後6
年間保有しています。この部品保有期間を修
理可能な期間とさせていただきます。保有期
間が経過した後も、故障箇所によっては修理
可能の場合がありますので、お買い上げ店ま
たはサービス窓口にご相談ください。
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主な仕様
最大録音時間
NW-E305

NW-E307

サンプリング周波数特性
ATRAC3、ATRAC3plus、MP3：
44.1 kHz

再生信号圧縮方式
アダプティブトランスフォームア
コースティックコーディング3
（ATRAC3）、アダプティブトラン
スフォームアコースティックコー
ディング3plus（ATRAC3plus）、
MPEG 1オーディオレイヤー3
（MP3）：32～320 kbps、可変
ビットレート（VBR）対応

周波数特性 20～20,000 Hz（再生時、単信号
測定）

FM放送受信周波数
76.0～90.0 MHz（TV 1～3CH）

アンテナ ヘッドホンコードアンテナ
インターフェース

ヘッドホン：ステレオミニ
USB

S/N比 80 dB以上（ATRAC3 132 kbps
を除く）

ダイナミックレンジ
85 dB以上（ATRAC3 132 kbps
を除く）

動作温度 5～35 °C
電源 • 内蔵リチウムイオン充電式電池使

用
• USB電源（本機のUSB Aプラグ
を接続して、パソコンから供給）

電池持続時間* ATRAC3形式の場合：約50時間
（132 kbps、連続再生時）
ATRAC3plus形式の場合：約45時
間（48 kbps、連続再生時）
MP3形式の場合：約40時間
（128 kbps、連続再生時）
FM放送受信時：約22時間

最大外形寸法 68.2 × 24.1 × 39.0 mm
（幅／高さ／奥行き、最大突起部を
含まず）

質量 約45 g
付属品 ヘッドホン（1）

専用USB接続補助ケーブル（1）
ヘッドホン延長コード（1）

ソニックステージ

CD-ROM（SonicStageソフト
ウェア、本体取扱説明書のPDF、
ソニックステージ

SonicStageソフトウェアの「イン
ストール・基本操作ガイド」の
PDF）（1）
取扱説明書（1）
保証書（1）
カスタマーご登録のお願い（1）
ソニーご相談窓口のご案内（1）

* 省電力設定（38ページ）が「ON-Normal」に設
定してあるときのめやすです。周囲の温度や使
用状況により、上記の持続時間は異なる場合が
あります。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更
することがありますが、ご了承ください。

ドルビー・ラボラトリーズの米国および外国特許に
基づく許諾製品。

ATRAC3plus
約  3時間30分（320 kbps）
約  4時間20分（256 kbps）
約  5時間50分（192 kbps）
約  7時間00分（160 kbps）
約  8時間50分（128 kbps）
約11時間40分（96 kbps）
約17時間30分（64 kbps）
約23時間30分（48 kbps）

ATRAC3
約  8時間30分（132 kbps）

MP3
約  4時間20分（256 kbps）
約  8時間50分（128 kbps）

ATRAC3plus
約  7時間00分（320 kbps）
約  8時間50分（256 kbps）
約11時間40分（192 kbps）
約14時間00分（160 kbps）
約17時間40分（128 kbps）
約23時間30分（96 kbps）
約35時間00分（64 kbps）
約47時間00分（48 kbps）

ATRAC3
約17時間00分（132 kbps）

MP3
約  8時間50分（256 kbps）
約17時間40分（128 kbps）
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用語解説
マジックゲート

MagicGate
データの暗号化と、相互認証の2つの技術により著作権を保護する技術。デジタル
音楽データの不正なコピーや再生を防ぎます。マジックゲート対応機器とメディ
アの両方にマジックゲートが搭載されている場合のみ働きます。
マジックゲート対応機器とメディアの間で、お互いに「マジックゲートに対応して
いるか」を確認（認証）し、確認できた場合のみデータを記録できます。データは
記録時に暗号化されます。記録されたデータを再生するときも同様に、マジック
ゲート対応機器とメディアが相互に確認し、確認された場合のみ再生できます。

ご注意

 は、ソニーが考案する著作権保護の仕組みを表す名称であり、各種メディ
ア間の互換性を保証するものではありません。

オープンエムジー

OpenMG
音楽配信サービスや音楽CDのコンテンツをパソコンに取り込んで管理するための
著作権保護技術です。パソコンにインストールしたOpenMG対応ソフトウェア
で、音楽コンテンツをハードディスクに暗号化して記録し、そのパソコン上での
音楽の再生を楽しむことができる一方、インターネットなどへの不正な配信を防
止します。また、「マジックゲート」に対応しているので、「マジックゲート」搭載
の端末として認証された機器およびメディアにコンテンツの記録が可能です。

アトラックスリー

ATRAC3
「Adaptive Transform Acoustic Coding3」の略。高音質と高圧縮を両立させ
たオーディオ圧縮技術です。音声データをCDの約1/10に圧縮可能で、メディア
容量の小型化が可能です。

アトラックスリープラス

ATRAC3plus
「Adaptive Transform Acoustic Coding3plus」の略で、ATRAC3よりも高い
圧縮率で、ATRAC3と同程度あるいは更に高い音質を実現した新しいオーディオ
圧縮技術です。
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ビットレート
1秒あたりの、情報量を表わす数字のことです。単位はbps（bit per second）。
読みかたは、「ビーピーエス」です。例えば、64kbpsは、1秒間に64,000bitの情
報を持っているということを表わします。この数字が大きい程、音楽を再現する
ために多くの情報を持っているということになるため、同じ符号化方式
（ATRAC3plusなど）の比較では、一般的に48kbpsよりも64kbpsの方が良い音
で楽しめるということになります（ATRAC3、MP3等、他の符号化方式の音とは
単純な比較はできません）。

MP3
「MPEG-1 Audio Layer3」の略で、ISO（国際標準化機構）のワーキンググルー
プであるMPEGで定めた音声圧縮の規格です。音声データをCDの約1/10に圧縮
できます。符号化アルゴリズムが公開されているので、さまざまなエンコーダ／
デコーダが存在しており、広く普及しています。
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メニュー一覧
/MENUボタンを押し続けてメニュー画面を表示し、5方向ジョグ（Uuで選択、

iで決定）を使って、曲を検索したり、本体の設定を変えたりできます。「:」 のあ
る項目は、メニュー項目のあとに現在の設定値が表示されます。詳しくは（ ）内
のページをご覧ください。

液晶の表示
（メニュー項目）

SearchxB

Repeat:x

（リピートモード
の設定）

Cue/Revx

（早送り/早戻し
速度の設定）

FM AutoPreset◊

（FMオートプリ
セット）

Scan Sens:◊

（FMの受信感度の
設定）

Sound:xB

（デジタルサウンド
プリセット）

Volume:xB◊

（プリセット
ボリューム）

AVLS:xB◊

（音量リミットの
設定）

Beep:xB◊

（確認音の設定）

Power Save:xB◊

（省電力設定）

設定内容

サーチメニューを表示
して、曲を検索できま
す（18ページ）。

お好みに合わせてリ
ピートモードが選べま
す（24ページ）。

曲の早送り／早戻しの
最大速度を設定できま
す（40ページ）。

放送局を自動的に登録
させることができます
（48ページ）。

FMチューナーの受信
感度を設定できます
（52ページ）。

快適な音質レベルに設
定できます（31ペー
ジ）。

あらかじめお好みの音
量を設定できます
（36ページ）。

快適な音量レベルに設
定できます（35ペー
ジ）。

「ON」または「OFF」
に設定できます（39
ページ）。

お好みに合わせて省電
力の設定ができます
（38ページ）。

液晶の表示
（メニュー項目）

Display
ScreenxB

（表示モード）

Date-TimexB◊

（現在時刻の設定）

Advanced Menux

Format
（メモリーの
初期化）

USB:
（USB接続方法
の設定）

Date Disp Type
（日付の表示形式
設定）

Time Disp Type
（時刻の表示形式
設定）

Rotation
（画面の表示方向
設定）

Information
（本機の情報を
表示）

設定内容

お好みに合わせて切れ
換わる画面を表示する
かどうかを選択できま
す（30ページ）。

年月日および現在時刻
を設定できます（34
ページ）。

本機内蔵のフラッシュ
メモリーを初期化
（フォーマット）できま
す（41ページ）。

お好みに合わせてUSB
接続方法の切り換えが
できます（42ページ）。

日付の表示形式を設定
できます（43ページ）。

時刻の表示形式を設定
できます（44ページ）。

本機の画面の表示方向
を設定できます（45
ページ）。

機種名やメモリー容
量、シリアルナンバー
などの情報を表示でき
ます（46ページ）。

x オーディオプレーヤーが停止中のときに表示
されます。

B オーディオプレーヤーが再生中のときに表示
されます。

◊ FMチューナーのときに表示されます。
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五十音順

ア行

頭出し ..................................... 22、23、45
エクスプローラ ....................... 15、33、41
音もれ防止（AVLS）............................... 35
音楽CD ..................................................... 8
音楽配信サービス（EMDサービス）......... 8
音量 ................................................. 36、37

カ行

確認音（Beep）....................................... 39
聞く ......................................................... 17
グループ .......................................... 18、23
検索 ......................................... 18、19、20
故障かな？と思ったら ............................ 55
誤操作防止（HOLD）.............................. 32

サ行

サーチ ..................................................... 18
再生 ......................................................... 17
再生範囲 .......................................... 18、19
時刻設定 .................................................. 34
省電力設定 .............................................. 38
充電 ......................................................... 14
初期化（フォーマット）........................... 41
シリアルナンバー ................................... 10
センテンスリピート ................ 24、27、28

タ行

ダウンロード ............................................ 8
チューナー .............................................. 48
デジタルサウンドプリセット ................. 31
転送 ................................................... 8、13
電池（充電池）......................................... 14
残量表示 ............................................. 15

時計 ................................................. 28、30
トラックリピート ........................... 24、26

ハ行

パソコン .................................... 8、13、14
早送り ............................................. 22、40
早戻し ............................................. 22、40
ビットレート .......................................... 65
表示窓 ..................................... 12、19、28
表示モード .............................................. 28
フォーマット（初期化）........................... 41
付属品 ..................................................... 10
ヘッドホン ...................................... 10、17
ホールド .................................................. 32

マ行

メニュー一覧 .......................................... 66

ラ行

ラジオ ..................................................... 48
リセット .................................................. 55
リピート回数 .......................................... 25
リピートモード ....................................... 24

次ページへつづく
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数字・アルファベット順

数字

5方向ジョグ .................................... 17、22

A、Ｂ、C

A-Bリピート ................................... 24、26
ATRAC3 ................................................ 64
ATRAC3plus ........................................ 64
AVLS（音もれ防止）............................... 35
Beep（確認音）...................................... 39
CD（音楽CD）.......................................... 8
CD-ROM ....................................... 10、13

D、E、F、G、H、I、M

Date-Time ............................................. 34
DISP/FMボタン ............................. 29、48
Display Screen .................................... 30
EMDサービス（音楽配信サービス）......... 8
FM .......................................................... 48
Format ................................................... 41
GROUP ......................................... 18、23
HOLD .................................................... 32
Information ........................................... 46
MagicGate ........................................... 64
MP3 .................................................. 8、65

O、P、R、S

OpenMG ............................................... 64
Power Save .......................................... 38
Preset Volume ..................................... 36
Repeat Mode ....................................... 24
REP/SOUNDボタン ..................... 26、31

/MENUボタン ............................ 18、20
SHUF ..................................................... 26
SonicStage ........................................... 13
Sound Preset ....................................... 31

U、V、W

USB Aプラグ ......................................... 14
USB接続補助ケーブル（専用）............... 14
USB接続設定 ......................................... 42
Volume .......................................... 36、37
WAV形式 .................................................. 8
Windowsエクスプローラ .............. 15、33



Sony Corporation

お問い合わせ窓口のご案内

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談については、下記の
お問い合わせ先をご利用ください。

• ホームページで調べるには k パーソナルオーディオ・カスタマーサポートへ
（http://www.sony.co.jp/support-pa/）
ネットワークウォークマンに関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご
案内しています。

• 電話・FAXでのお問い合わせは k お客様ご相談センターへ（下記電話・FAX
番号）

• 本機の商品カテゴリーは[オーディオ]－[ウォークマン]です。
• お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。
◆セット本体に関するご質問時：

• 型名：
• ご相談内容：できるだけ詳しく
• お買い上げ年月日

◆付属のソフトウェアに関連するご質問時：
質問の内容によっては、お客様のシステム環境についてご質問させていただく場合が
あります。上記内容に加えて、「必要な環境を準備する」（「ソフトウェアインストー
ル・基本操作ガイド」）を事前にわかる範囲で、ご確認いただき、お知らせください。
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